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「シ ス チ ン」に 關 す る 二 三 の 研 究

小 川 政 禧

(昭和七年三月二十八日受理)

1.炭 水化物,油 脂,及 び無機物の存在が奥田氏沃素(6)

法に よる「シスチン」の定量 に及 す影響

蛋白質の 「シスチン」は沃素法によりて 殆ん鋤E確 に定量する事を得 るも,炭 水化物,油

脂,叉 は多量の幽類が共存する場合には,此 等が此の方法に如何なる影響を呈するかを實験

した。

其の目的は,自 然の物質に 直接此の方法を利用し得るや 否やを明かにせんがた めであつ

た。

實験法 一定量σ)「シスチン」 に夫れ夫れ 「ゼラチン」,澱 粉,蔗糖 濾紙 寒天,肝 油

(動物油として),椿 油(植 物油として),「 レシチン」及 混合無機物

両氏0)を 種 々の量に添加 し,各 混合供試品に,25%鞭 酸100cc・ を加へ,

1L圓 底 「フラスコ」中に,逆 流冷却装置の下に,砂 浴上に10時 間,加 水分解をなし,分 解

後放冷 し濾過 し熱水で充分洗滌 した。猶ほ濾紙上の不溶解物質中には 「シスチン」の含有せ

られる虞れがあるか ら,更 らに濾紙 と共に約5-10%0)贈 酸中に入れ熱水を加へ乳鉢中で

欄絆磨砕した後,「 ビー カー」に移 し数分間煮沸 し,更 に濾過し,斯 の如き操作を二回反覆

して充分に 「シスチン」を浸出し,濾 液は全部合一して濃縮 し 「シラツブ」状 となし盛酸の

大部分を飛散 させ,熱 水を以つて100cc・ 定容 「フラスコ」に移 した。 冷却後25cc・ を

「ビーカー」に移 し,骨 炭を用ひ脱 色し,次 にZ。 末を以つて還元 し,沃 素法によつて 「シ

スチン」を定量した。而して分解後に於ける 「シスチン」の全量を知 り,分 解の前後に於け

る 「シスチン」量の変化を比較 し,次 表の様な結果を得たQ

Salt mixture)

 (Os13ORZNE, MENDEE.



供 試 品
'何 れ も シ ス チ ン'

{o・1215975eAvaむ 、

分解後定 量 し
六 るシスチ ン

理論数 に
i対す る

シ スチ ン
、損 失 量

Saccharose

Starch

Agar

 Cellulose

Lecit bin

Oleurn-Tsubaki

Cod-Liver Oil

Salt-Mixture

以上の結果 より観 るに 「シスチン」に 「ゼラチン」のみを添加 した場合には殆んさ理論歎



に近い結果を得 られるが,他 の物質を添加 した場合には添加物質の量の増加 す るに從つて分

解後に於ける 「シスチン」の損失は増加する。此等は種々の原因に依 るものならんも,主 に

添加物質の分解に依つて盤じた物質の爲 「シスチン」の吸着せ られる事,」丈は其等物質が触

媒とし て 「シスチン」の分解に關與するによるものと思考 される。

而して 「シスチン」の損失の最 も多きは,炭 水化物を添加 した場合で13・2-28・4%σ)損

失であり,次 に 「レシチン」0)7・5--22・9%聾 ぴに油脂類の7・6-16・4%,最 も影響少 き

は無機物質の5.1-8.6%で ある。

夫れ故に沃素法によりて自然物の 「シスチン」を定量するには,自 然物質 より先づ蛋白質

を分取 して之を行ふを必要とする。

II蛋 白質中の「シスチ ン」を沃素法にて定最

す るに際 乙「スル ホザ リチル」酸の影 響

前記の如 く自然物中の 「シスチン」 を定量するには先づ 其の蟹白質を分取する事を必要

とする。 然るに蛋 白質を自然物 より定量的に分取する事は實際困難なる問題である。 故に

「スルホザ リチル」酸を使用 して,自 然物より蛋 白質を定量的に沈澱せしめ,直 ちに之を分

解 して 「シスチン」を定量する事の可能なるや否やを確 むる爲に實験を行つた。蓋 し奥田片

井(8)両氏の研究により,此酸の存在は沃素法に影響なき事を推察 し得 るからである。

實験1・(1)毛 髪209を 探 り,25%,購 酸200cc・ を加へて湯煎上及び砂浴上に於 い

て,逆 流冷却器を附して加熱 し溶解したる後放冷 し,「 ピペツト」を以つて各 々50cc・ 宛

を探 り,(a)は49の 「スルポザ リチル」酸を添加 し,(b)は 添加 しない。

(2)卵 蛋白8.49を 秤量 し25%聡 酸80cc.を 加へ(1)と 同様に加熱溶解したる後

放袷 し,沈 澱は除去 して100cc・ 定容 「フラスコ」に満し 「ピペ ツト」にて各 々40cc・ 宛

を探 り(c)は39の 「スルホザ リチル」酸を添加し(d)は 添加しないG

此等は何れも,100cc.の 圓底 「フラスコ」中に於 いて逆流冷却辮を附し前後9時 間加水

分解したる後放冷 し,各 々濾過し,沈 澱は濾紙 と共に熱水にて乳鉢中に流し込み,鞭 酸を加

へ一C5%位 となし磨確 して,充 分浸出し濾過 し,各 々濾液は合…して200cc・ 定容 「フラ

スコ」中に移し一定量を探 りて沃素法により 「シスチン」を定量 した。毛髪及び卵蛋白(前

者は50cc・ 中,後 者は40cc・ 中)の 「シスチン」含量は次表の通 りである。



シ ス チ ン 含 量(9)

ス'レポザ リチ'レ酸 な添 加 し

加 水 分解 しアころ もの

ス'レホザ リチ'レ酸な添加ぜす

其 の まま加水分解 しアニるもの

(1)毛 髪

(2)卵 蛋 白

自口ち,「 スルホザ リチル」酸を添加 して加水分解 した るものと,添 加する事なくして其σ)

まま加水分解 したるもの とは何れも夫れ夫れ同一の値を示すを以つて,「 スルホザ リチル」

酸の存在は沃素法による蛋 白質中の 「シスチン」の定量には何等影響を及ぼ さない事が知 ら

れる。

實験IL筋 肉中の 「シスチン」を定量するに當 り 「スルホザ リチル」酸にて肉蛋白を沈

澱 させ購酸によつて加水分解 し沃素法にて定量した際の 「シスチン」の量 と直接に生肉のま

ま同様に加水分解 して定量 した時の 「シスチン」の量との問に如何 なる差異があるかを知 ら

んが爲め次の實験を行つた。

(1)新 鮮なる鯛肉を肉曳きにて 磨砕 し直 ちに 〔A〕・〔B〕二筒の秤量管に採つて 秤量し,

〔A〕には10%「 スルホザ リチル」酸溶液を過剰に加へ充分欄搾 し肉蛋白を沈澱 させて後,

吸引濾過 し 「スルホザ リチル」酸の稀薄なる溶液で洗滌 し沈澱 は25%の 購酸10倍 量を

加へ砂浴上に10時 間加水分解 した。 〔B〕は直 ちに10倍 量の25%鞭 酸を加へ 〔A〕と

同機に砂浴上に於て加水分解したc何 れも分解後は吸引濾過 し沈澱は10%睡 酸 と共に乳

鉢中に流 し込み濾紙 と共に充分擁搾磨砕 して浸出させ,再 び 「ビーカー」に移 し煮沸し撒分

間後再び濾過 し斯の如 き操作は前後二回反覆して充分 「シスチン」を浸出する。濾液は凡て

合一 して,濃 縮して100ccと し,沃 素法によつて 「シスチン」を定量した。

(2)鰹 肉を用ひ鯛肉に於けると同様の實験を行つた。即ち,肉 鬼にて磨砕 し 〔C〕・〔D〕の

秤量管にi探り,〔C〕は10%「 スルホザ リチル」 酸にて 肉蛋 白を 沈澱せしめ,10倍 量の

25%唖 酸を加へ砂浴上に10時 間 加水分解し,〔D〕 は直ちに25%睡 酸で同様に加水分

解 した。各 々に就いて 「シスチン」を定量せしに下の如 くである。

生 肉 量 シ ス チ ン 含 量 粗 脂 肪 水 労

鯛 肉

鰹 肉



自ロち,鯛 肉 に於 いて は 〔B〕 は 〔A〕 よ り,鰹 肉 に 於 いて は 〔D〕 は 〔C〕よ り も 「シス チ

ン」 含 量 は梢 多 きを 見 る。 是 れ は,奥 田,片 井(7)氏 等 の 實験 した る が如 く 「ス ル ホ ザ リ チ

ル」 酸 に よ りて,沈 澱 せ られ ざ り し 「エ キス」 部 分 に も少 量 の 「シス チ ン」 」又は 「シス テ イ

ン」 誘 導 髄 の存 在 す るに よ る。

實験III・ 猶 ほ脂 肪 の存 在 が此 際 「シス チ ン」 の定 量 上 に及 ぼ す影 響 を知 らん が 爲,鰹 肉

に就 い て次 の實 験 〔E〕を した 。 〔E〕 「スル ・ホザ リチ ル」 酸10%溶 液 に よ り,〔C〕 と同

標 に肉 蛋 白を 沈澱 せ し め 後 「エー テ ル」 を 以 つて 分 別 漏 斗 内 に於 い て振盪 して 脂 肪 を 除 き

て,後 加 水分 解 して 同標 に 「シ ス チ ン」 を 定 量 した るに次 の 結 果 を得た 。

生 肉 最 シ ス チ ン 含 量 粗 脂 肪 水 分

(9)(9)(%)(%)(%)

E46.70820.IIIo.2351・go870・32

即ち,(C)と(E)と は殆さ同一の結果なるを以つて小量の液状油脂σ)存在は 「シスチン」

の定量に殆んさ影響なきものと考へる事が出來 る。然 し固燈脂肪存在する時には,之 れガ蛋

白質の沈澱に混人するを以て前章の實験に示す如 く差支へがある事が推論出來 る。

以上の結果より見れば筋肉中の 「シスチン」を定量するには,先 づ其の蛋白質を 「スルホ

ザ リチル」酸にて沈澱せしめ此沈澱を 「エーテル」にて処理 したる後,之 を行ふ事を得る。

III.硫 酸 溶 液 に 於 け る「シ ス チ ン」の 定 量

沃 素 法 に よ る 「シ ス チ ン」 の 定 量 は 奥(6)田 氏 に よつ て 購 酸 溶 液 を使 用 して 行 は れ た が,

両ほ硫 酸溶 液 を 使 用 して も行 は れ る理 で あ る。 此 に於 い て盛 酸 の 代 りに 之 れ に 相 當 す る硫 酸

を以 つ て 代 へ,他 は凡 て 罐 酸溶 液 に よ る と同様 に して 次 σ)實験 を爲 した 。

定量 に際 して必 要 な 試 藥 は 次 の もの で あ る。

1・)
.約5%KI溶 液,

2・)5・3%及 び,2・65%硫 酸 溶 液,

3.)M/300KIO3,(純 沃 素 酸 加 甲2・149を3"r .o)2・65%硫 酸溶 液 に溶 解 した もの)。

先 づ 温 度 曲線 を作 るに は,「 シ ス チ ン」11・019を 探4),約5%硫 酸50cc・ を 加 へ て溶 解

させ て後,少 量 の 亜 鉛 末 を以 つ て時 々擢 絆 しつ つ 約30分 間還 元 す る。 後 濾 過 し よ く洗滌 し

て100cc・ とす る。 直 ちに 「ピペ ッ ト」 を以 つ て,1cc・ を採 り 「エ ル レ ンマ イエ ル,フ ラ



ス ゴ」 に注 ぎ19cc・0)2・65%硫 酸 溶 液 を 加 へ,次 に5cc・ のKI溶 液,及 び5cc・ の

5・3%硫 酸 溶 液 を順 次 に加 へ,最 後 にKIO3の2・65%硫 酸溶 液 を 以 つ て1分 間 黄 色の 滑

失 せ ぬ様 に な る迄 滴 定 し,直 ちに寒 暖 計 で滴 定 の終点 に於 け る温 度 を測 定 す る。 此 の際 に要

し たKIO30)量 は實 験0)際 の溶 液 の温 度 に よつ て変 化 す る もの で あ る。 夫 れ 故 に 上 記100

cc・の 濾 液 を 各 々1・cc・ 宛数 個 の 「エ ル レン マ ィエ ル フ ラス コ」 に探 り置 き,各 々異 つ た温

度 に於 い て 實験 を 行 ふ 時 は温 度 とKIO3の 量 との關 係 を知 る事 が 出來 る。 これ を表 に示 す

時 は次 の 様 な 曲線 を 呈 す る。

以上の曲線は硫酸溶液を使用 した

際に得 られたものであるが,塩酸溶液

の際に於 けるものと殆さ 同一状の曲

線であつて,叉此際に於ける各温度に

対するKIO3の 量も塩酸に よる場合

と殆さ同一である。

塩酸法(原 法)及 硫酸法を比較す

る爲に両方法にて夫れ夫れ 毛髪中の

「シスチン」を 定量したる一例次の

如 くである。

毛髪一定量を探 り,各々逆流冷却器

を附して硫酸叉は瞳酸により湯煎上

及砂浴上に前後9時 間,加水分解 した

後,夫 れ夫れ,沃 素加里の硫酸溶液及鞭酸溶液を用ひて 「シスチン」を定量し両法を比較 し

た。毛髪は豫 め充分水洗 した後稀塩酸,水,稀 苛性 「ソーダ」,水,稀塩酸 にて順次に洗滌

し後,水 及び 「アル コホル」 「エーテル」を以つて洗ひ,蒸 氣乾燥器 及 硫酸 「デシクー タ

ー」中に於いて充分乾燥せしめて實験に供 した◎

使用 し六る
毛髪 の量

使用ぜる酸の
濃 度 及 量

定 量 され 六金
シスチン量

毛 髪対
百 分 率

硫酸 にて加水分解 ぜる もの

堅酸 にて加水分維ぜ る もの



上記の表に示す様に両法による毛髪中の 「シスチン」量の百分奉は殆と一致する。故 に蛋

白質を硫酸によつて 加水分解 したる時にも,購 酸の場合の如 く沃素法を適用 する事が出來

るo

IV.活 性 「シ ス チ ン」ご 不 活 性 「シ ス チ ン」

に 就い て の 二 三 の 實 験

活塩 「シスチン」を騨酸によつて長時間 煮沸する時は大部分光學的不活性膿 に変ずる事は

既に 氏 等によつて 實験せ られた所であるが余は次の方法により不活

'1生「シスチン」を製 したD

不活性 「シスチン」の製法。

活性 「シスチン」109を 圓底 「フラスコ」中に探 り逆流冷却器 を 附して,10倍 量0)

20--25%(重 量%)の 硫酸を加へ30--35i1寺 間煮沸 したる後少量の水を加へ純良なる骨

炭(骨 炭は豫め硫酸溶液を以つて煮沸 した後濾過洗滌 したるものを用ふる)を 以つて加熱脱

色し,直 ちに濾過し多量の熱水を以つて洗糠 し,豫 め再結 した水酸化 「バリウム」飽和液を

以つて正確 に硫酸を沈澱せしめ,之 を湯煎上に於いて加熱 し直ちに吸引濾過 し熱水にて洗滌

し,沈 澱 には再び多量の熱水を加へて潭沸し凡ての 「シスチン」を溶解せしめ濾過 し,濾 液

は凡て合一し濃縮すれば不活性体 の針状結晶が得 られ る。各部分を探 り顯微鏡にて槍すも上

述の方法にては活性髄の六角板状結晶を混 じない。結晶は吸引濾過 し 「アルコホル」及 「エ

ーテル」にて洗滌 し濾紙 と共に乾燥 し
,次 に1000倍 乃至2000倍 の水 と共に煮沸して溶

解せしめ必要あれば純良なる骨炭(豫 め水 と共に煮沸後濾過洗滌 したるもの)に て脱 色し濾

過後濃縮 して再結せしめる。

以上の如 くして得 られたる針状結晶の不活性膿 と,普 通の六角板状の活性鷺 とに就 きて二

三の性質(1)を 比較 した。

(A)溶 解 度

1)冷 水の場合両 氏は,不 活性 「シスチン」を水 と共に硝子器内

に入れ振盪器 にて7時 間振盪 し濾過 し,濾 液の一定量を探 りて蒸発,乾 燥,秤 量して溶解

した量を知 り,溶 解度を測定 した。 これによれば不活性器は活性膿 よりも2・6倍 だけ水に

溶解 しやすい。

余 も亦 民等と同様に活性体及不活性龍の一定最を秤量 し水を加へ腐

 HOFFI1AN, (4) GORTNER,

HHOFFMAN, (4) GORTNER

HOFFMAN, GORTNER



敗を防 ぐため撒滴の 「クロロホルムー1を添加 し震撮器にて2H間 時 々震盈 した後,一昼夜

貯藏庫中に静置し,次 に濾過 し,沈 澱及濾液に就いて沃素法により 「シスチン」を定量し其

れ等の溶解度を測定せるに活性龍(2)1:8713・ 不活性盟1:3665・ にして後者は前者より

も2・4倍丈け溶解 しやす く前記 氏等のものと略々類似の結果を得た。

2)温 水の場合 蒸溜水(150cc・)を 二個の 「ビー ヵ一・」 に探 り,夫 れ夫れ活性髄

(0.42609,)不 活性膿(0.36739.)を 加へたるそ菱加熱 し最早や溶解せ ざるまで煮沸 し,結 晶

の両残留せる飽和溶液を 冷藏庫(2。C)に 約3日 間静置後濾過 し,濾 液(液 温13。C)を

「ビー カー」に移し,「 ピペツ ト」にて一定量を探 り,沃 素法にて 「シスチン」を定量 した。

これによれば,活 性髄の溶解度は1:8684,不 活性区 は1:743,自 口ち後者は前者よりも,

11・7倍 丈け溶解 しやすい。

更 らに,上 記の實験を確 めるため,重 量法によつて溶解度を測定 した。印 ち前記の濾液の

…定量を硝子蒸嚢皿に探 り
,蒸 嚢,乾涸,秤 量したるに 活性髄の溶解度1:8474,不 活性盟

1:724,即 ち後者は前春よりも1L8倍 丈け溶解しやす く,沃 素法による結果 と略 々一致 し

た。以上の實験によれば,不 活性 「シスチン」は活性 「シスチン」に比 し冷水には2倍 鯨

溶解 し,熱 飽和溶液 よりの析出は約12倍 困難である。
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(B)等 電点

1)活 性 「シ ス チ ン」0)等 電点 に就 い て は,奥 田(リ),小 林両 氏 の 實 験 に よ ればPH・4・7

前 後 で あ る。 不 活 性 「シ ス チ ン」 に 關 して は未 だ 實験 な きを以 て これ を 知 らん が爲,次 の 如

き方 法 に よつ て,両 者の 等 電点 を比 較 した 。 活 性 「シ ス チ ン」(1・16gを 採 り100cc・ の苛 性

「ソー ダ」 稀 薄溶 液 に溶 解 し,「 ピペ ツ ト」 にて 各 々10cc・ 宛 を 試 験 管10本 にi探 り,氷

醋酸を加 へ 各 々PHを6・9乃 至4・1に 保 た しめ 室 温(23-25。C)に 約44時 間 静 置 し

た る後,生 じ た る結 晶 を濾 過 し其 濾 液 の 一部 分 を以 つ てPHを 測 定 し,残 液 に就 き常 法 に よ

り 「シ ス チ ン」 を定 量 した 。

2)不 活 性 「シ ス チ ン」0・17939を 探 り,水120cc・ を加 へ 煮 沸 した る後,少 量 の醋酸

「ソー ダ」 を 加 へ 放 冷 し,濾 過 し,濾 液10cc・ 宛 を10本 の 試 験 管 に探 り醋酸 叉 は 苛 性

「ソー ダ」 を 以 つ てPHを 夫 れ夫 れ5・6乃 至4・6に 保 た し め 室 温(23--25。C)に 約44

時 間静 置 した る後 生 じ た る結 晶 を 濾 過 し,濾 液 の 一 部 分 を 以 つ てPHを 測 定 し 残 液 に て常

法 に よ りて 「シ ス チ ン」 を 定 量 した 。1)及2)に 於 いて 最 初 に存 在 した 「シス チ ン」 全

量 よ り,濾 液 中 に於 い て 定 量 せ られ た る 量 を 減 じ て,沈 澱 した 「シス チ ン」 の量 と見 徹 し



た。

次に各々PIIに 於いて沈澱せられた各 「シスチン」の量の百分傘を示す。

活 牲 シ ス チ ン 噺 不 活 性 シ ス チ ン

PII%Pfl%

6.go.5・617・oo

6.841.465。522・91

5'.280.485・422・91

4.g82.gO5.322.91

4.882.go5。232・29

4,789.025・129・17

4.685・364・6、25・oo

4。585.36

4.179・51

2Pち活性 「シスチン」に於いては 等電点 はPII4・7附 近,叉 不活性 「シスチン」に於い

てはPH5・2附 近である。

(C)銅 騨及 「カドミウム」鞭

活性 「シスチン」は種々の金厨 と共に容易に盤 ωを作 る。

C3)氏等は活性 「シスチン」を 稀薄なる苛性 「ソー ダ」溶液に溶解し,金

屡の硫酸盛を加へて活性 「シスチン」の金属盤を得た。

余は,次 の如き方法により,活 性 「シスチン」の銅盤及 「カ ドミウム」鞭を得,叉 不活性

「シスチン」に於いて も同様の睡の得 られる事を實験 し/こ。

1)銅 購,活 性罷及不活性髄 の一一定量を各々 「ビー カー」に探 り極 く少量の稀硫酸に溶解

し,硫 酸銅飽和溶液を加へ,冷 却 しつつ徐 々に苛性 「ソー ダ」濃厚液を以つて,水 酸化銅o)

沈澱せざるまで中和 して後,一昼夜 冷藏庫に静置し,生 じたる沈澱は吸引濾過 し,水 「アル

コホル」及 「エーテル」にて洗醗 し後充分乾燥する。か くして得たる銅盤は何れ も無定形に

して,活 性髄銅盤は青碧色,不 活性燈銅盤は淡青碧色を呈する。再結により何れも針状の結

晶となる。

2)「 カ ドミウム」購,活 性髄及不活性燈の 「ヵドミウム」購は何れも銅購に於 けると同

様 にして得 られる。但しこの場合には硫酸銅の代 りに硫酸 「カ ドミウム」を用 ひる。 「カド

ミウム」盤は何れも無定形,白 色を呈する。
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以 上 σ)如 く して 得 られ た る 各 鰹 に 就 い て,銅 購 に於 いて はCuを 「カlsミ ウ ム」 騨 に於 い

て はSを 定 量 し其 等 の百分率 を 理 論 数 と比 較 す れ ば次 の如 くな る。(CuはCuOと し,S

はDF.Nls氏 法 に よ り硫 酸 「バ リウ ム」 と して定 量 した)。

%活 性 シス チ ン 不 活 性 シ ス チ ン 理 論数

銅 盤 に於 け るCu21.152L2121.06

カ ド ミウ ム盤4:於 け るSI8・3418・3718・29

即ち此の際得 られたる各轍 よ何れ も次の如き結合をなせる事を知 る。

S—CH2—CH  (NH2)  . COO\\ 
 Cu or Cd. 

5 — CH,— CH (NH2) . COO

V.毛 髪 よb最 多 量 の 「シ ス チ ン」を

分 取 す る 方 法 に 就 い て

毛髪より 「シスチン」を分取する場合良法 と認めらるる奥田,(9)小林氏等の 方法によるも

其収量 は定量値の約72%に して,濾 液中には猶多量の 「シスチン」 が 残存 してゐる。

「シスチン」は 容易に熱水に難容なる銅睡`5)を作 るを以つて,濾 液中に残存する 「シスチ

ン」を銅睡となし,然 る後銅を除去 して,從 來の方法によるよりも多量の収量 を得 られる事

を豫想 して此實験を行つた。

實験,毛 髪1009・ を探 り,300cc・ の塩体(濃 輕酸6:水4)で,湯 煎上に於τ1時

間,砂 浴上に9時 間,逆 流冷却器を附して加水分解 し,後純良なる骨炭を用ひて充分に脱色

し,溶 液は定容 となし,其 の一部分を用ひ沃素法によりて 「シスチン」含量を定量 し,其 の

500cc・(10・949「 シスチン」)を 濃縮し 「シラップ」状 となし,塩 酸の大部分を飛散せし

め,苛 性 「ソ・・-2x"」濃厚液にて中和し,PH4・7附 近とし一護夜冷藏 したる後濾過 し,睡 酸

に溶解 し,骨 炭にて脱色し,醋酸 「アンモン」を加へ再結 した。 此の第一回の 「シスチン」

結晶は水,「 アノtコホル」 「エーテル」にて洗滌 し乾燥秤量 した。 其の放量は7・789で あ

つて其の純度は99・87%で あつたc21jち 純度100%の ものの7・779に 相當する。全量

郎 ち10・949に対す る百分奉 は71・05%で ある。

次に濾液は濃縮 して梢 「シラップ」状 となし,稽 過剰の硫酸銅熱飽和液を加へ,次 に鰹酸



及苛性 「ソーダ」液を以て比色によりPH5・9附 近 とすれば,銅 盤は直ちに沈澱 して來る。

(「 シスチン」銅聴の最 も多 く沈澱する酸度はPH5・9附 近でげ)る事は別に實験 した)。

銅躯の沈澱は冷藏後濾過し熱水にて充分洗滌 したる後,稀 鞭酸に溶解し硫化水素を通じて硫

化銅を沈澱せしめ,之 を充分洗淡 し,洗 液 と濾液 とを併せて濃縮 し醋酸 「アンモン」にて購

酸を中和 し両ほ過剰の醋酸を加へ10贅 夜冷藏し生じたる 「シスチン」の結晶を吸引濾過し

水にて洗滌 し,次 に再び稀塩酸 に溶解 して骨炭を以て脱色し再び濃縮 して約50cc・ となし

鰭酸 「アンモン」にて中和 し過剰の醋酸 を加へて撒日間冷藏後吸引濾過 し,水,「 アルコホ

ル」 「エーテル」にて洗滌後乾燥秤量 した。此の第二回目の収量 は1・299,其 純度は98・31

%で あつて純度100%の ものの1.249に 相當 した。 其の量は21Jち全 量10・949に対 し

11.31%に 當る。 第一回,第 二回 各敗量の合計は 純度100%の ものの9・Olgに 柑當 し

全 「シスチン」量の82。36%に 當 るo

以上の方法によれば理論激の82%以 上を結晶 として得 られ る。 即ち此の方法によりて

從來の最良方法によるよりも約10%を増加 せしめる事が出來 る。

総 括

1)・栄 白質 炭水化物 脂油(椿 油,鱈 肝

油),「 レシチン」,叉 は無機物 氏 を 「シスチン」 に添

加 し,加 水分解を行 ひ奥田氏の沃素法によりて 「シスチン」を定量した。其の結果蛋白質0)

みの存在に於いては,殆 理論撒に一致す る撒値を得たるも,他 の物質の存在に於ては何れも

理論数 より小なる値を得た。特に炭水化物o)存 在は最大の影響を與へる。夫れ故に自然物に

於ける 「シスチン」を定量するには蛋白質を他物 と分離 したる後に行 ふ事を必要とす る。

2).「 スルホザ リチル」酸の存在は 「シスチン」の定量上影響 なき事を 實験 したQ夫 れ

故に自然物の 「シスチン」を定量するには乗づ此の酸にて蛋白質を他の物質 と分離 したる後

加水分解を行ひ沃素法によりてこれを定量 し得 る事を認 めた。此方法は特に筋肉中o)「 シス

チン」を定量するに便利である。

3).沃 素法は 硫酸溶液に於いても,輕 酸溶液に於 ると等 しく精密 に行はるる事を実験 し,

蛋 白質を硫酸にて加水分解 したる場合にも,鞭 酸にて加水分解 したる場合 と等 しく此方法の

利用さるくごき事を言登したo

(Gelatin),  (Saccharose, Starch, Cellulose, A gar),

(OSBORNE, MENI)RI. Salt mixture)



4).光 學的に活性なる六角板状の 「シスチン」 と不活性 なる針状の 「シスチン」 とを製

し,両 者の溶解度,等 電貼及誘導器の性状を比較 した。

5).「 シスチン」を毛髪 より最多量に分取する方法として,等 電貼に於て 之を結晶せ し

めたる濾液 より更 に銅盤 として之を分取する方法を記載 した。

本實験研究をなすに當つて,恩 師奥田先塩の御懇篤なる御指導を賜つた ことを謹謝する。
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VERSUCHE UBER DAS CYSTIN 

 (Resumee) 

       Masayoshi OGAWA

In folgendem fasse ich die Ergebnisse meiner Untersuchungen kurz zusammen. 
i) Ich habe zum Cystin Proteinstoff (Gelatin), Kohlenhydrate (Saccharose, 

Starke, Cellulose, Agar), Fett and Oel (" Tsubaki "-Oel, Lebertran), Lecithin 
sowie anorganische substanzen (Mendel-Osborne'sche Salzmischung) hinzufiigt and 

hydrolysiert. Mit diesern Material habe ich die quantitative Cystinbestimmung 

nach Okuda'scher Jodmethode versucht. Das Resultat zeigt, dass der Zahlwert 

des Cystins beim Vorhandensein des Proteinstoffes mit der theoretischen Zahl 
beinahe ubereinstimmt, aber bei den anderen Fallen der Zahlwert vielmehr keiner 

ist. Insbesondere haben darauf die Kohlenhydrate gossten Einfluss. Also, wenn 

man Cystinmenge in natirlichen Substanzen genau bestimmen will, ist es not-

wendig, dass man zuerst Proteinstoffe von den anderen trennt. 
   2) Das Vorhandensein der Sulfosalicylsaure iibt gar keinen Einfluss auf die 

Cystinbestimmung (Jodmethode). Ich konnte daher nachweisen, dass man bei 
der Cystin-bestimmung der naturlichen Substanz zuerst Proteinstoffe von den 

andren mittelst dieser Saure trennen and hydrolysieren, dann Jodmethode an-

wenden muss. Dieses Verfahren ist besonders zweckmassig bei der Cystinbe-
stimmung der Muskelsubstanz. • 

   3) Auch in HZSO4-Losung wie in HC1-Losung ergibt die Jodmethode zur 
Cystinbestirnmung ebenso exaktes Resultat. . 

   4) Ich habe die 2 Arten Cystine (aktiv and inaktiv) dargestellt, damit konnte 
ich die Loslichkeit, den lsoelektrischen Punkt and Eigenschaften der I)erivate 

miteinander vergleichen. 

   5) Eine neue Methode ist angegeben, welche moglichst reichliche Cystinge-
winnung aus Haarmaterial erzielt, d. h. Benutzung der Filtratflussigkeit nach der 

Crystallisierung des Cystins in isoelektrischem Punkt.


